
森永乳業利根工場さま

CGSエネルギーサービス事業

～最新型の高効率ガスエンジンの導入と

排熱利用の最適化による省エネ・省コストの実現～ 

森永乳業グループでは、2050年カーボン

ニュートラルの実現に向け、2030年までに

Scope1・2のCO₂排出量を2013年比で50％以上

削減することを環境目標として掲げています。

この方針のもと、利根工場では、CO₂排出量削減

とBCP対策を両立する施策として、最新型の高

効率ガスエンジンを採用したコージェネレー

ションシステムを導入しました。

発電により得られる排熱は、蒸気、冷水およ

び温水に変えて供給し、製造プロセスに利用す

ることで、一次エネルギー利用効率の向上と省

エネルギー化を実現しています。

また、BCP対策としてブラックアウトスター

ト機能を付加し、自立運転が可能なシステムと

しています。

今後は、本システムの運用を通じて得られる

知見を活かし、さらなるCO₂排出量削減と安定運

転を推進することで、持続可能な製品づくりの

実現に貢献してまいります。

● 建物名称： 利根工場

● 住 所： 茨城県常総市内守谷町4013-1

● 延床面積： 約220,000 ㎡

● 主要製品：ヨーグルト、デザート、とうふ

本サービスのご提供範囲

● コージェネレーションシステム： ガスエンジン発電設備 5,300kW×1台、排熱回収ボイラー 2.1t/h×1台

● 熱源設備： 温水吸収式冷凍機 1,129kW×1台

主な機器概要（主なES設備）
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